























































































































































































































































































































































?(1) レヴィナス (EmmanueJ Levinas)の存在論、他者論については、斎藤 (2008)他を参考に解釈
を進め、筆者としての教育論への適用を考えている。例えば「世界は個々の存在者の生成消滅を超
えて、端的に「存在」し続ける。そうであれば、世界は存在者のようなf何」かではなく、端的な「存在J
すなわち (1何jかという主誌を欠いた)純粋な「あるJ(イリヤ (iJy a))という動詞的な事懇なのだ。
これが、世界において何ものも「存在jを免れることがないということなのである。そうであれば
この「存在Jは、世界のすべてがそこから逃れる術のない何か「桂枯jにも似たものとはならないか。」




































わち 1~責任 J (responsabilite)を担う者が、他者との「善きj関わりたる倫理の主体なのである。J(斎





































・レヴィナス (1982)r倫理と無限 フィリップ・ネモとの対話J/西山雄二訳 ちくま学芸文庫 (2010)
筑摩書房
-12-
